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安全衛生管理規定
【目的】

第１条 この規程は従業員の労働安全管理、及び、衛生管理の向上を図ることにより、

健康で快適な環境をつくることを目的とする。

【役職】

第四条 安全衛生の管理業務を行うため、次の役職を置く。任期は１年とし、代表が

任命する。

（１）総括安全衛生管理者 １名（佐々木定夫）

（２）安全管理者 １名（松原孝義）

（３）衛生管理者 １名（佐々木マサ子）

（４）安全衛生推進者 若干名（道下尚之・岩井信宏）

各任命者の職務は、規程書に記載第５条①～⑥
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【点検制度】

第7条 従業員の点検責任区分を次の通り定める。

（１）総括安全衛生管理者

各点検責任者の点検状況について、常時確認し、監督する。

（２）点検班（総括安全衛生責任者・安全、衛生管理者、安全推進者）

定期的に現場の安全衛生管理状況を点検する。

（３）安全管理者

設備、機械、工具等の点検様式を指示し、的確に点検を実施させるとと
もに、自らも随時点検をする。

（４）安全衛生推進者

現場の安全衛生点検と、機械器具の点検を実施する。

《ボーリングマシーン・ポンプ等》

年次自主点検年１回 点検記録３年間保存

月毎自主点検月１回 点検記録３年間保存

日毎点検日１回 点検記録自主保存（現場毎にデーターを提出）
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《クレーン・建設機械等》

特定自主点検年１回 点検記録３年間保存

その他の記録整備・・・・第９条に

（３） 健康診断個人票、健康診断結果報告 （５年間保存）

（４） 労働死傷病報告、負傷疾病統計綴

その他に

安全教育・特別教育・職長等の教育の記録 （３年間保存）

さらに

クレーン・玉掛け等の技能講習記録は各教習場にて保存してある。
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【従業員の安全衛生教育】

第８条 従業員の安全衛生教育は、あらゆる機会をとらえて実施するが、特にその責任

区分を次の通りに定める。

規程書以外に現場毎に実施している事項

① 作業手順書の配布・周知

② 現場計画書・指示書の配布周知

③ 災防協・元請の安全協議会の周知

④ その他安全作業に関する情報の周知

周知会・ミニ災防協の開催

開 催・周 知 報 告
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安全管理規定の役割

１）役割の分担による責任の明確化。

２）文書化による安全行動へのプロセスの明示化。

少人数組織であるので、指示、役割分担が
でき、安全衛生活動が活発に行われる。
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一人一人かげがえのない人との理念に基づき
全員参加のゼロ災害・ゼロ疾病を究極の目的とした
職場風土づくりをめざす。
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技術の鍛錬、意識の向上で目指す災害０職場
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労働災害０〃第三者災害０、公共災害０件



年間重点実施項目
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（１） 安全衛生活動の強化

実施項目

① 職長の能力の向上

② 作業員全員の安全意識の高揚をはかる

③ 作業手順、作業計画の確認を行う

（２） 安全衛生活動の実施状況を掌握し強化する

実施項目

① 作業場のパトロールを実施し、設備、作業実施方法の確認を行う

② 元方事業主による安全意識の向上と意欲の盛り上げ



年間重点実施項目

12

（３） 保護具・安全設備の適正使用の強化

実施項目

① 保護具使用の徹底（防塵マスク・安全帯）

② 安全設備の適正使用の徹底（改善、改良した設備の使用）

（４） 第三者、公共災害の防止

実施項目

① 作業指揮者と作業員に対し、公共物等の位置、種類等を周知する

② 第三者（歩行者、一般車輌）の保護計画を作成し、遵守する
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ＮｅＶｅｒ Ｓａｙ Ｎｅｖｅｒ
（絶対にないとは言うな）

可能な限りの安全対策を


